
幼保小合同研修会 （９月１９日開催） アンケート結果 

 

対象：小学校から参加した職員 

 

１ 現在、あなたの学校では幼保小連携のためにどのようなことに取り組んでいますか。（複数回答可） 

 

 

２ 幼保小の連携を進める上で、特にどのようなことをさらに学びたいですか。（複数回答可）  

 

 

 

 

 

 

３ 研修を終えての感想（まとめ） 

・ 幼保小の連携が不可欠であり、「学びの連続性」や「子どものための支援」を考える上で貴重な機会であった。 

・ 保育園の先生から直接話を聞くことや、小学校が思っている以上に「遊びを大事にしている」という実態を知る

良い機会になった。 

・ この種の研修の継続的な開催を望む。 

・ 小学校側も保育園を訪問して子どもの様子を観察する機会を設けるべきである。 

・ 具体的に、どのように連携をはかっていくかの実践例を知りたい。 

１ 幼保の先生との情報交換会 

２ 幼保園への訪問、授業見学 

３ 幼保の先生を小学校へ招いての授業参観 

４ 合同での研修会 

５ 幼保連携のためのカリキュラム作成 

６ 幼保園児の小学校見学・交流会 

７ その他（卒園式への参加、資源回収で協力、一日入学での交流、 

異校種研修） 

１ 幼保園と小学校の「学びの連続性」を意識した指導方法 

２ 幼保園の子どもたちの「実態把握」と小学校での活かし方 

３ 「スタートカリキュラム」の実践・改善方法 

４ 気になる子の連携した支援方法 

５ 保護者への「幼保小連携の意義」の伝え方 

６ その他（特別支援学級や加配の園児の保護者との橋渡しや対応） 


